
［埼玉県公立高校入試結果］ 

 埼玉県公立高校入試が 3月 10日、合格発表となりました。状況をまとめておきます。

各校ごとの応募者数などは付録のエクセルファイルをご覧ください。 

はじめに概況から。ＥＮニュース既報の通り、県内公立中学校の卒業予定者数は 65,616

名で昨年よりも 183名増えています。12月に実施した進路希望調査では、高校進学希望者

も 186名の増加でした。全日制の公立高校の全体の定員は 39,520名と昨年より 1クラス

分 40名増員され、転編入枠と中高一貫校の内部進学を除いた当初の募集定員も 39,361名

と、昨年より 40名増えました。このように、卒業予定者数増加に対応して、僅かですが

募集定員も増やしていますが、全日制の当初の応募者数は 46,613 名と、昨年を 427名下

回り、志願変更後の最終応募者数も 46,619と、昨年よりも 361名減少しています。この

ため、応募倍率も昨年の 1.20倍から 1.19倍に下がりました。一昨年並みです。隔年的な

動きで、今年は公立志向がやや低下した入試でした。今年から入試が一部変更され、理

科・社会は時間が延長されたほか、難関・上位校では難度の高い学校選択問題が実施され

ましたが、こうしたことも受験生が公立入試に不安を持ち、私立に流れた要因の１つで

す。 

事前取り消しと当日欠席は合計 72名で、昨年の 74名と同水準です。市立大宮北が 5

名、伊奈学園と市立浦和が各 4名、大宮・普通、同・理数、和光、越谷南・普通が各 3名

などとなっていて、1～2名の取消・欠席が出ている学校・課程は県内各地で散見されてい

ます。都内国立や難関私立高校の繰上げ合格者も見られるものの、出願はしても結局併願

で合格している地域の私立高校への進学を決めたケースも見られました。 

 受検者総数は 46,543名と、昨年より 362名減っていて、合格者総数は 39,215名と、やは

り 131 名減っており、実質倍率は昨年同様の 1.19 倍でした。定員割れによる欠員補充は、

2014年が 451名、2015年が 404名、昨年が 380名と減少が続きましたが、今年は一転して

506名と増加しています。目立つところでは皆野 78名、小鹿野 47名、羽生(昼間部)36名、

児玉・普通 35名、狭山工業・電気 29名、新座総合技術・総合ビジネス 25名、岩槻北陵・

普通 22名、越生・普通 20名などで、地域的には秩父地域やその隣接地域などが多くなって

いますが、その他の地域でも欠員募集の定番になっている学校・課程も見られました。一方、

転編入枠を除いた当初の募集定員ではなく、全体の定員を上回って合格者を出している学

校もあり、多く合格を発表した人数の合計は全日制全体で 446名でした。多くの学校は 1～

3名ですが、鷲宮 24名、浦和、大宮・普通、上尾・普通各 10名、大宮南 9名、市立浦和南、

川越女子、市立川越・普通、所沢、入間向陽、深谷第一、本庄、草加東各 8名、市立大宮北・

普通、川口、与野、朝霞西、川越、川越南、羽生第一、越谷南・普通、草加、川越総合各 7

名などとなっていて、辞退者が出ない限り定員超過です。 

昼間定時制の各校は、比較的入り易いのに全日制感覚で通学できることから、定時制の中

では高い人気で、今年は藏合学科の戸田翔陽のⅡ部(午後)の応募倍率が 1.40倍、吉川美南

のⅠ部(午前)が 1.33 倍と、比較的高い水準の倍率です。吉川美南の 1 部は昨年が 1.00 倍



でしたから、今年は不合格者が出ています。吹上秋桜のⅠ部も昨年は事前取り消しと欠席で

実質倍率は 1.00倍と、不合格は発生していませんが今年は発生しました。夜間の戸田翔陽

のⅢ部や、他校のⅡ部はいずれも定員割れで、対照的な結果です。なお、普通科の羽生の 1

部は定員割れ、夜間のⅡ部も同様です。 
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者数 コース  コース 

1 伊奈学園 821  久喜北陽 総合 370   1 伊奈学園 956 久喜北陽 総合 376 

2 浦和西 622  滑川総合 総合 326   2 浦和西 594 滑川総合 総合 356 

3 川越南 548  川越総合 総合 309   3 川越女子 567 川越総合 総合 259 

4 与野 546  川口総合 総合 256   4 川越南 561 川口総合 総合 252 

5 浦和一女 539  幸手桜 総合 241   5 浦和一女 554 大宮商業 商業 246 

6 川越女子 538  寄居城北 総合 232   6 川越 551 寄居城北 総合 246 

7 蕨 520  大宮商業 商業 224   7 浦和 530 幸手桜 総合 231 

8 所沢北 520  浦和商業 商業 215   8 川口北 529 浦和商業 商業 213 

9 春日部 510  狭山緑陽 Ⅰ部 189   9 大宮 518 上尾 商業 184 

10 所沢 504  深谷商業 商業 173   10 越谷南 517 熊谷商業 商業 184 

↑同順位あり 

上の表は普通科と総合・専門学科・コース等に分けた応募者数のトップ 10を昨年と比

較したものです。昼間定時制も含みます。また、応募者同数の同順位があります。 

普通科では毎年のことですが、規模が大きいだけあって今年も伊奈学園がトップです。

2013年は 1,000名を超えていた応募者が、一昨年は大きく減少、昨年は増加しましたが

1,000名には届かず、今年は再び減って 800名台です。2位は昨年同様の浦和西、3位は昨

年の 4位から上がった川越南、5位が昨年同様の浦和第一女子、6位は川越女子で昨年よ

りも応募者が少し減っています。ここまでが昨年もトップ 10に登場していた学校です

が、昨年は登場しなかった 4位の与野、7位以下の蕨、所沢北、春日部、所沢も、昨年は

春日部が 12位、蕨が 13位でギリギリ登場しなかったほか、他の 3校も応募者数は 400名

台で、もともと人気が高い学校です。与野はその中でも特に今年は応募者を大きく増やし

ました。今年登場している学校の中では、浦和西と春日部は募集定員が 1クラス増えてい

て、それが応募者増加の理由の 1つになった面はありますが、全体に人気校は固定化して

います。 

総合・専門学科やコース制・昼間定時制等では 1～4位が昨年と全く同じです。2位の滑

川総合は応募者がやや減少、川越総合は増えて今年は 300名台の応募者数になりました

が、順位に変動はありません。5～8位も、大宮商業の応募者がやや減ったものの、それ以

外は昨年並みで、順位が少し上下しただけです。9位の狭山緑陽・Ⅰ部も昨年は 12位で、



応募者数もあまり変わりませんでしたから、普通科以上に登場校が固定化しています。10

位の深谷商業は応募者が増えて今年はトップ 10に入りましたが、隔年現象が目立つ学校

で、一昨年は登場していました。 

 さて、前述のように今年の入試から理科・社会は実施時間が伸び、難関・上位校では学校

選択問題が実施されました。理科・社会は全体の変更ですから別とすると、学校選択問題を

避けて志望先を変更した受験生がどのくらいいたかがポイントになります。実施校は次の

通りでした。 

実施校：浦和、浦和第一女子、浦和西、大宮(普通・理数とも)、春日部、川口北、川越、川

越女子、川越南、熊谷、熊谷女子、熊谷西(普通・理数とも)、越ヶ谷、越谷北(普通・理数

とも)、所沢、所沢北(普通・理数とも)、不動岡(普通・外国語とも)、和光国際(普通・外国

語とも)、蕨(普通・外国語とも)、市立浦和 

 

 グラフは理数科や外国語科も含めた、学校選択問題実施校の募集定員と最終の応募者数

の推移です。所沢北の理数は昨年新設ですが、普通科の定員の一部を充当しての設置です

から、単純に合計しています。募集定員は年によって変動していますが、平均すると

7,101名、応募者数は 2014年にやや減っているものの、2013年～2016年の平均は 10,288

名で、10,000名を切ったことがありませんでした。今回はギリギリですが 10,000名を下

回り、9,996名です。昨年対比では 4％減、昨年までの平均との対比では 3％減です。 

どのくらいの受験生が志望先を変えたのか、正確に掴むことは困難ですが、今年は全体

的に公立志向が低下していることを踏まえると、少なくとも 300名程度は学校選択問題を

避けたのではないかと考えられます。学校別では、この 5年間の増減の傾向と今年の募集

定員の変動から、大宮、市立浦和、川口北、和光国際、川越、川越女子、熊谷については

学校選択問題の影響で一部の受験生が私立も含めた他校に流れた可能性が考えられます。



また、浦和西は定員増加で応募者が増えていますが、今までの傾向からもう少し増えても

よかったのではないかと考えられ、この点も学校選択問題の影響かもしれません。 

次に、願書取り下げ・再提出後の最終倍率を昨年と比較します。表は次のページです。

昨年も今年も総合・専門学科、コース等の 7～9位は全くの同倍率でした。 

普通科では、トップは今年も市立浦和でした。2014年以来トップを維持しています。2位

は昨年の 7位から上がった蕨、5位は昨年 2位だった浦和西、7位は昨年 8位の川越南

で、蕨は応募者が増えて順位が上がっています。浦和西も応募者が少し増えていますが、

募集定員が増えたため、倍率は下がっています。川越南はやや順位が上がっていますが応

募者数はやや減っています。ここまでが昨年も登場した学校で、それ以外は今年登場した

学校です。与野は前述のように応募者が大きく増えて倍率が上がりました。所沢北、市立

県陽、市立川越、市立浦和南、南稜は昨年も 1.4倍台で、もともと高い人気の学校ですか

ら、やはり人気校の固定化現象が見られます。なお、市立県陽は 2018年度から川口市立 3

校を統合する関連で募集定員が減っていて、実際の応募者は減っていますが、倍率は上が

りました。 
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1 市立浦和 1.70  大宮 理数 2.50   1 市立浦和 1.97  大宮 理数 2.73  

2 蕨 1.64  市立大宮北 理数 2.28   2 浦和西 1.66  所沢北 理数 2.40  

3 所沢北 1.64  所沢北 理数 2.00   3 大宮 1.63  市立大宮北 理数 2.35  

4 市立県陽 1.58  松山 理数 1.83   4 和光国際 1.61  松山 理数 2.15  

5 浦和西 1.57  市立川越 国際経済 1.81   5 市立大宮西 1.59  和光国際 外国語 1.94  

6 市立川越 1.54  市立川越 情報処理 1.80   6 川越女子 1.584  蕨 外国語 1.93  

7 川越南 1.531  南稜 外国語 1.70   7 蕨 1.582  南稜 外国語 1.68  

8 市立浦和南 1.528  春日部女子 外国語 1.70   8 川越南 1.57  越谷総技 情報技術 1.63  

9 与野 1.525  越谷北 理数 1.70   9 川越 1.54  越谷北 理数 1.63  

10 南稜 1.52  蕨 外国語 1.65   10 川口北 1.48  川口総合 総合 1.58  

総合学科、専門学科、コース制等では、今年もトップが大宮・理数で、トップをずっと

維持しています。昨年に続いて今年も応募者はやや減っていますが、それでも 2.5倍で

す。2位と 3位は昨年ト入れ替わっていますが、2倍台の高倍率、4位は昨年同様の松山・

理数で、倍率は少し下がりましたが、4位は維持しています。また、同率 7位の南稜・外

国語と越谷北・理数は昨年と同順位、10位の蕨・外国語はやや倍率が下がりました。この

グループは募集定員が少ない課程も多いため、倍率が変動しやすいのですが、固定人気で



す。今年は春日部女子・外国語も応募者が増えて登場していますが、固定人気は理数や外

国語など、普通科系の学科・コースが中心で、実業系はあまり登場しません。今年は市立

川越の国際経済と情報処理が出ていますが、実業系と言えるのは情報処理だけで、今年は

応募者が大きく増えています。国際経済は昨年も 12位で、ギリギリで登場しなかっただ

けですから、固定人気と捉えてよいでしょう。 
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